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研究成果の概要（和文）：本研究では，高等教育におけるeラーニング実践に関して、機関が教員を動機づける方策を
立てられるようになるフレームワークとして、インストラクショナルデザインの代表的モデルであるARCS動機づけモデ
ルを本研究の文脈に転用したモデルならびにチェックリスト等の方策を提案した。このチェックリストを活用して整備
したeラーニング教材にて行った検証では、実践の文脈において教員が障壁に阻まれることがあり、これが機関による
支援等の環境要因によって左右されることから、特に「継続意志」に焦点化し、近年拡張提案されたARCS-VモデルのV
要因研究を推進し、AT要因への適用を行って各ツールの改良を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, an instructional design (ID) model called the ARCS+AT model and 
its checklist expanded from the representative ID model “the ARCS model” are proposed as a framework 
that allows each university to plan strategies for motivating faculty for implementing e-learning by 
clarifying the points they should focus on in improving their ICT environment and faculty supporting 
system. In the practice of using this framework at a university, it was recognized that there were 
obstruction to faculty’s efforts for completing the implementation of e-learning in class context, and 
that it depended on how the university could support them all through the course in proper ways with 
proper systems. By this understandings, “Volition” was especially focused in this study, then the 
definitions for the Volition factor were advocated. The essence of the definitions was transferred to the 
AT factor and it enabled the framework to cover the volitional issue.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 本研究に関連する国内・国外の研究動向
及び位置づけ 
大学等高等教育機関では，メディア利用

と結びついた教育改善の必要性が指摘され
ているが，e ラーニング導入推進には困難や
課題が多い．この課題に対する方策の研究に
は，宮原らによる「大学 eラーニングマネジ
メント（UeLM）モデル」など，機関における
組織体制を整備することを目指した研究が
挙げられる．一方，本研究では，e ラーニン
グを実践する教員の実践「意欲」に着目して
いる．つまり，e ラーニングの導入・実践を
実現するには，まず教員が諸テクノロジーの
有効性と活用方法を理解し，教育に活用する
動機づけを得ることが第一段階となるため，
ARCS モデルを活用してここに働きかけるこ
とを目指すものである．なお，この文脈によ
る研究は，米国に事例があるが国内事例は見
られない．本研究では，「機関が教員の e ラ
ーニング実践を支援する」ことが，当該機関
に最適の状態で実現されることを目標とし
たモデル（ARSC+AT モデル）を提案し，さら
にモデル活用を実践するためのチェックリ
スト等の諸方策を提案するものである．ARCS
モデルが，教授者による学習者の動機づけを
目的とした ID の代表的モデルであるのに対
し，それを拡張した ARCS+AT モデルは，ARCS
モデルを機関の組織的支援要素である AT 
(Assistance & Tools)で補完したもので，機
関が教員を動機づけるという捉え方をして
いる．e ラーニング推進において，機関は教
員を(ARCS+AT)，教員はクラスの学習者を
(ARCS)それぞれ動機づけることによって，機
関としての方針に則ったeラーニング有効活
用が広く実現される．このための具体方策を
明らかにするためのチェックリストを整備
することにより，機関におけるフレームワー
クを形成する． 
他方，ARCS モデルの研究においては，動
機 づ け の 4 要 因 （ Attention[ 注
意 ]-Relevance[ 関 連 性 ]-Confidence[ 自
信]-Satisfaction[満足感]）に，近年，新た
に「意志の継続」を表す「Volition」を 5つ
目の要因として加え，ARCS-V モデルとして実
践研究が進められており，新たな研究対象と
して注目されるようになっている．本研究で
は，この動向に着目し，「継続の意志」の観
点で類似性が見られる，ARCS+AT モデルにお
ける AT 要因と V 要因（＝Volition 要因／継
続意志の要因）との関連性について調査する
とともに，教員のeラーニング実践において，
それが最後まで完遂されるよう「意志の継
続」に働きかけるチェックリスト開発を諸方
策のひとつとして提案することも目指して
いる． 
これらの研究は，汎用的に全国の大学で利
用されることを目的としており，研究による
成果を広く社会，高等教育界に還元すること

で，日本の eラーニングや ICT の活用に寄与
することができるものと考える． 
 
(2) 応募者のこれまでの研究成果を踏まえ
着想に至った経緯 
研究代表者は，職務上，機関における e

ラーニング活用やICT活用のための教員支援
を行っており，経験則から教員の実践意欲に
働きかけることの重要性を認識し，実践意欲
に働きかける動機づけのための具体的方策
が必要であると考えていた．そこで，大学等
の機関における様々な形態のeラーニング導
入・実践の文脈において，教員に「学習者」
としての要素を見出すことにより，ARCS モデ
ルを当てはめられると考え，機関による「支
援」を表す AT という要素を新たに加えて，
ARCS+AT モデルを提案するに至った． 
教育の質向上という課題を考えたとき，学
習効果の高い教材設計ができているか？魅
力的な授業運営ができているか？e ラーニン
グやICTが適切に活用できているか？といっ
た項目をまとめた教員自身のためのチェッ
クリストは重要性が高い．しかし，教員自身
のためのチェックリストは種々存在するの
に対して，もっと大きな枠組みである支援体
制や支援者が利用する，機関のためのチェッ
クリストは，現時点の調査範囲内では存在し
ないため，ARCS+AT チェックリストとして提
案した． 
ID 理論の ARCS モデルを拡張した ARCS+AT
モデルと ARCS+AT チェックリストは，国私立
10 大学で評価アンケート等を行ったが，チェ
ック後の具体改善方策（以下，「具体方策」
とする）の提示が改善点として指摘された．
現在そのための諸方策を開発中であり，フレ
ームワーク構築としてはまだ途上にあると
いえる．そこで，本研究では，ARCS+AT モデ
ルと ARCS+AT チェックリストの改善・質向上
のための考察と，新たな具体方策として，教
員のeラーニング実践と継続を支援するため
の「Volition チェックツール」を開発し，機
関向けのフレームワークを構築するという
発想に至った． 
 
２．研究の目的 
本研究は，本国の喫緊の課題のひとつで

ある「教育の質向上」に資するための ICT 活
用を，インストラクショナルデザイン（ID）
を活用して教員を動機づけ，あらゆる高等教
育機関において無理なく促進するためのフ
レームワークを開発・提案しようとするもの
である．仕組みの中心となるのは，ID で定評
のあるARCSモデル(学習者の学習意欲動機づ
けモデル)を拡張したモデルと，そのモデル
に基づいて開発する，機関が教員支援環境を
整備するための「ｅラーニング導入支援チェ
ックリスト」，教員の e ラーニング実践と継
続を支援するための「Volition チェックツー
ル」である．両チェックリストは，実践的で
ありながら ID 理論に裏打ちされた汎用的な



ものを開発する．ID に基づく機関向けのチェ
ックリストは世界的に類を見ない．また，意
欲の継続「意志」に関する研究は欧米でも歴
史が浅いことから，これらの研究には価値が
あるといえる．本研究の成果は，日本の高等
教育におけるeラーニングの有効利活用を進
展させる一助となり，ひいては，日本社会に
おける適切なICT利活用促進の一助ともなり
うると考える． 
 
３．研究の方法 
本研究は，(1)ARCS+AT モデルに理論的妥

当性を与えるための考察，(2)ARCS+AT チェッ
クリストの質向上，(3)Volition チェックツ
ールの開発と検証，のそれぞれについての研
究を行うものである．ARCS+AT モデルと 31 の
チェック項目からなるARCS+ATチェックリス
トは，表 1のとおり 5つの要素で教員の eラ
ーニング実践支援に作戦を与えようとする
ものである．また，Volition チェックツール
は，機関と教員が共同で eラーニング実践行
程の様々な障壁を事前確認し，実践の継続意
志が目標達成まで保持されるよう支援する
ことを目的とするもので，本研究で開発しよ
うとするものである． 
 
表 1．ARCS+AT 要素ごとの主なチェック内容 

A 注意 

（Attention） 

e ラーニングに関する情

報配信手段などの整備が

できているか？ 

R 関連性 

（Relevance） 

各学問領域での ICT 活用

の有効性を示し，「自分と

関連がありそう」と感じ

させる情報配信などがで

きているか？ 

AT 支援 

（ Assistance & 

Tools） 

当該機関が提供できる支

援内容の整理，整備，明

示ができているか？ 

C 自信 

（Confidence） 

e ラーニング導入実現の

ための手順や確認事項な

どを明示できているか？ 

S 満足感 

（Satisfaction） 

導入後の実践者の評価・

コメントや改善手順の明

示などができているか？ 
 
(1) ARCS+AT モデルに理論的妥当性を与える
ための考察 
ARCS+AT モデルの理論的妥当性検証のた

め，国内外の先行研究について広く調査する．
ARCS モデルの提案者である J.M.Keller によ
る ARCS-V モデルに係る実践研究をはじめ，
Volition に関連する研究（例えば，Kuhl な
ど）を文献調査し，Volition に係る学習者の
自己規制活動や活動制御理論について明ら
か に し ， AT 要 素 が 示 す 「 支 援 （ ＝
Reliability）」との関連性を検証する．なお，

調査に当たっては，文献調査のほか，先述の
Keller をはじめとする学習意欲動機づけの
研究者へのインタビュー調査を行う． 
(2) ARCS+AT チェックリストの質向上 
e ラーニング導入支援者が本チェックリ

ストを使ってARCS+ATの各要素についてのチ
ェックを円滑に実施できるよう，チェックリ
ストの試用に当たってのインストラクショ
ンとドキュメント類，ならびにチェックリス
ト使用後に使える具体方策サンプルコンテ
ンツを整備する．具体方策サンプルコンテン
ツについては，たとえば研究代表者が勤務校
（前任校）において実践した ARCS+AT モデル
に基づく「ARCS+AT ウェブサイト」や ID に基
づいて設計した eラーニング教材「情報リテ
ラシー＠OGU」がある．これらの具体方策が
有効である場合には，リソースをそのまま使
用機関に提供し，これを利用支援することも
できる． 
(3) Volition チェックツールの開発と検証 
Volition チェックツールは，「教員の意

志（Volition）の度合いを測る」ことが目的
ではなく，「教員の Volition の継続支援のた
めのeラーニング実践行程における障壁要素
を予め明らかにする」ことを目的としている．
チェックツールの開発に当たっては，ARCS モ
デルにおいて，学習者の学習サイクルにおけ
る心理的推移をモデル化したマクロモデル
（Keller）を援用し，教員が手順を追って動
機づけの作戦を立てられるよう支援するモ
デルとすることを目指す． 
Volition チェックツールでは，チェック

項目のほか，浮かび上がった障壁に対して
「どんな支援が見込めるか」に対する，機関
のための答えを用意しておく必要がある．こ
こでは，ARCS+AT チェックリストと連携し，
機関の状況に関わらず実現できる具体方策
を用意しておく必要がある．このための整備
も併せて行う． 
(4) 国内外の学会における情報収集ならび
に研究成果の発表 
研究成果については，国内学会（JSET 日
本教育工学会など）や国際学会（ICoME など）
で発表し，同時に国内外の教育工学研究者と
意見交換して情報収集する． 
 
４．研究成果 
本研究の成果を，（1）ARCS 動機づけモデ

ルを教員向けに拡張した，ARCS+AT モデルに
理論的妥当性を与えるための考察を行う，
（2）大学等機関が活用する，ARCS+AT チェッ
クリストを改善し，質向上を図る，（3）教員
自身が活用する，Volition チェックツールの
開発と検証を行う，という研究の 3本柱に分
類してまとめる． 
(1) ARCS+AT モデルに理論的妥当性を与える
ための考察 
まず，これらの研究の基盤的な位置づけ

となる，2008 年に提唱された ARCS-V モデル
の V要因の先行研究を調査し，その成果をも



とにして，ARCS 各要因の下位分類定義に習っ
た，V 要因の下位分類定義の提案を行った． 
また，V要因研究への貢献を図り，ARCS-V モ
デル提唱者である J.M. Keller 教授（フロリ
ダ州立大学名誉教授）とその提案の内容の妥
当性についての議論を行った．後述のとおり，
これらの研究成果については，国内外の学会
にて発表し，関連論文が，2013 年 7月，国際
ジャーナルに採録された． 
この成果により，Volition 要因の下位分
類 を Implementation Intention ／
Appropriate Self-control ／
Self-monitoring，と定めて次の研究手順に
進むことができることとなった． 
このあと，Volition チェックツールの開
発の基礎となる，「ARCS-V モデルヒント集」
と「学習意欲のデザインステップ表」を開発
した． 
(2) ARCS+AT チェックリストの質向上 
研究実行計画においては，ARCS+AT モデ

ルの信頼性を高めるため，まず「継続意志」
に焦点化して近年 ARCS モデルから拡張され
た ARCS-V モデルの定義について研究し，V要
因の主旨をAT要因に適用することを狙った．
他方，ARCS+AT チェックリストを活用して整
備したeラーニング教材にて実践検証を行い，
実践の文脈において教員が動機づけられ（ま
たは障壁に阻まれ）ることがあり，これが機
関による支援等の環境要因によって左右さ
れることが分かった．これを踏まえて，
ARCS+ATモデルとARCS-Vモデルをそれぞれ詳
解し，その関連性を体系的にまとめる作業を
行った．これにより，ここまでの V要因研究
が AT 要因研究に転移できるものと捉えた． 
この成果を ARCS+AT チェックリストに反
映させ，ARCS+AT チェックリストを改修し，
あとの Volition チェックツール開発と連携
させるに当たり，設計上，チェックリストを
ヒント集の体裁に改めた． 
(3) Volition チェックツールの開発と検証 
V 要因の下位分類をもとにして開発を進

めていた，上述の「ARCS-V のヒント集」と「学
習意欲のためのデザインステップ表」，そし
て 2種類の「仮想シナリオ」について，検証
作業を進めた．まず，複数の ID 専門家によ
るレビューを行い，ID の観点から諸ツールの
妥当性と了解性を高めることを目指した．次
に，複数の大学教員（IDの専門家ではない）
の協力者を得て，諸ツールの 1対 1系成的評
価を繰り返した．この過程で各ツールを改善
し，これらのツールの品質について一定の向
上を図ることができた． 
なお，これらの成果を踏まえ，ARCS-V モ
デルのARCS+ATモデルへの適用により設計し
た Volition チェックツールを作成した．チ
ェックツールは，ARCS+AT モデルの各要因に
ついて，分析・方策立案・評価を実施するた
めのプロセスを支援する仕組みとなってお
り，先述のヒント集は方策立案の支援ツール
となる．なお，これらのツールの利便性を高

めるためウェブ化した． 
 
(4) 国内外の学会における情報収集ならび
に研究成果の発表 
研究の進捗・成果については，日本教育

工学会全国大会，ICoME (International 
Conference on Media in Education)等の学
会等で継続的に発表を行い，関係の研究者か
らの意見や情報を収集した． 
また，ARCS-V モデルの V 要因の下位分類
提案をまとめたものが，原著論文として国際
学 会 誌 （ International Journal for 
Educational Media and Technology）に掲載
された．他方，ARCS+AT モデル運用の検証を
行った授業実践における効果について取り
まとめた論文が日本教育情報学会論文集に
掲載された． 
この他，ARCS+AT モデルならびに ARCS-V
モデルを併せて「ARCS モデルの拡張」として
捉え，研究成果を熊本大学大学院社会文化科
学研究科教授システム学専攻博士後期課程
博士論文として取りまとめ，公開している． 
 
本研究では，高等教育における課題である
「教育の質向上」に資するための ICT（e ラ
ーニング）活用に関して，教員を動機づける
方策を提示する仕組みを提供することによ
り，機関に無理のない実践をするためのフレ
ームワークを開発・提案することを目的とし
て研究を進めた．これらの研究成果により，
機関はeラーニング実践のための最適な方策
を策定し，環境整備できるようになり，その
環境に最適な実践が実現できるようになる
ものと考える． 
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〔その他〕 
以下，研究の成果物として作成した． 
ARCS+AT モデルのデザインステップ表サイト
（機関用） 
http://arcsmodel.sakura.ne.jp/arcsat/ 
ARCS モデルの学習デザインステップ表サイ
ト（教員用） 
http://arcsmodel.sakura.ne.jp/arcs/ 
ARCS-V モデルの学習デザインステップ表サ
イト（教員用） 
http://arcsmodel.sakura.ne.jp/arcsv/ 
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